
地域×久留米大による「くるめSTP」への参加で
ADHDの子どもたちと共に成長した6日間

撮影協力： NPO法人くるめSTP理事　山下裕史朗さん（久留米大学名誉教授）・向笠章子さん（広島国際大学心理臨床センター教授）／
　　　　　久留米市教育委員会　森田賢治さん／久留米市立久留米特別支援学校
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地域とのつながり

ADHDの子ども
　心理学科で行動療法を学ぶ私は発
達に特性がある子どもたちについて
理解を深めたいという思いから、
ADHDの子どもたちのための夏期治
療プログラム「くるめSTP」に学生ボラ
ンティアとして参加しました。ADHDと
診断された子どもたちの学校生活へ
の適応能力を高めることを目的とし
た、18年の活動実績がある治療プロ
グラムです。リードカウンセラーの先生
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方に関わり方や向き合い方を相談し
ながら、子どもたちと触れ合う中で、子
どもたちの成長や変化を肌で感じら
れたことがとても嬉しく、私自身も楽し
く活動することができました。子どもた
ちへの効果的な声かけの仕方を学ん
だり、保護者の方の悩みごとを直接聞
かせていただいたり、とても貴重な経
験ができたと感じています。この治療
プログラムは医学部の先生を中心に
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NPOや久留米市の方などさまざまな
領域の方が連携しており、いろいろな
立場の方の考えを知る場になりまし
たし、今後も地域のための活動に積
極的に取り組んでいきたいと考えるよ
うになりました。私は教員を目指して
いるのですが、この活動で得た学び
を生かし、子どもたちや保護者の方一
人一人を理解し寄り添うことのできる
教員になりたいと思っています。
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▲学習の場も、学校に近い状
況を再現し、望ましい行動を学
べるように工夫されていました。

▲スポーツをする前に、リード
カウンセラーと子どもたちと一
緒にルールの確認をしました。

　法学部での久留米絣をテーマとし
た地域連携活動を企画・運営する授
業をきっかけに久留米絣に携わる地
域の方々の熱い想いに触れ、久留米
絣の魅力をより多くの人に伝えたいと
地域連携活動に参加しました。活動の
中心となる「絣フェスタ」は法学部の先
輩方が立ち上げた企画で今年で10
年目を迎えます。学生実行委員会も組
織され、さまざまな分野の方との交流
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も増え、活動の幅もいっそう拡がりま
した。久留米絣を地元で藍から一貫
生産しようという試み「藍プロジェク
ト」や、地元企業や織元と一緒に久留
米絣を使った商品開発にも挑戦して
います。企画から広報まで学生ならで
はのアイデアを出し合いながら、職人
の方や地元企業の方と一緒につくり
上げていく中で、人と地域が繋がる大
切さ、みんなで団結する強さを学ぶこ
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とができました。そして地元の伝統工
芸が直面する課題を解決するため
に、久留米絣をもっと盛り上げたい、
地域活性化に貢献する活動にもっと
携わりたいと思うようになりました。私
の将来の目標は教員になることです。
この活動で培った経験を活かし、地域
の文化の魅力や人と人とが繋がること
の素晴らしさを、これから子どもたち
にも伝えていきたいと考えています。
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▶久留米絣に関する多くのイベン
トに学生が参加しています。私も
MCとして会場を盛り上げました。

イベン
。私も
した。

▶織元と協力して久留米絣の特性
を生かした商品を開発中。ふるさと
納税返礼品登録を目指しています。

撮影協力：久留米絣織元 山村かすり工房 山村 義昭さん
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「絣フェスタ」を通じて学んだ、
地域と学生のつながりから生まれる未来
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